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論文内容の要旨

本論文は，ディジタル無線通信方式の実現に不可欠なひずみ特性の解明とその等化法に関し，筆者が

これまで行ってきた一連の研究成果をとりまとめたものである。

本論文で対象としたひずみは，次の二つである。

①線形ひずみ:無線伝搬路で発生するフェージングによる振幅ひずみ，遅延ひずみ

②非線形ひずみ:高出力送信電力増幅器による振幅ひずみ，位相ひずみ

線形ひずみについては，マルチパスフェージングによる線形ひずみ特性とその等化法について考察し

た。線形ひずみを等化する方法として新たに並列共振回路を用いた可変共振形等化回路を提案し，その

設計法を確立した。さらに，この可変共振形等化回路を用いて，時間的に変動するフェージングを自動

等化する方法について考察し，ハードウェア及びソフトウェアの構成法を明らかにした。また，フェー

ジング自動等化器の等化効果を実際の無線伝搬路で測定した結果，符号誤り時間を 1 /40--1 /100に

短縮でき，本自動等化器の有効性を確認した。

非線形ひず、みについては，高出力送信電力増幅器の非線形ひずみ特性，及び、その等化法について考察

した。 16QAM信号の各信号点が振幅ひずみ・位相ひずみを受けることによるベクトル偏移に着目した

等価C/N劣化量の推定法を提案し，実験結果とよく一致することを示した。また，増幅器から発生す

る非線形ひずみを抑圧する方法としてフェージングの周波数特性に着目し，可変共振形等化器を用いた

送信振幅等化法を新たに提案し，その改善効果を実験的に明らかにした。

また，中継区間距離の長スパン化や高能率多値化に期待の高いマルチキャリア方式を提案し，マルチ

キャリア方式の特徴，増幅器の非線形ひずみの影響，周波数配置，分波・合波法及びアンテナの送受共
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用法について考察結果を示した。

論文の審査結果の要旨

近年，高度情報通信システムをめざして，通信網のディジタル化が推進されている。本論文は，マイ

クロ波ディジタル無線通信方式におけるひずみ特性の解明とその等化法に関する研究結果をまとめたも

のである。

ディジタル無線通信方式においては，周波数の有効利用を図るため，多値変調法を導入した高能率化

が進められ，それに伴って，ひずみ特性の等化技術が益々重要になっている。著者は，まず，無線伝搬

路の状態変化によるフェージングが大きい線形ひずみを与えることに着目し，その周波数特性を詳細に

調べ，これを等化するものとして，一端を短絡した線路を利用する可変共振形回路を提案している。さ

らに，時間変化するフェージングを自動的に等化する回路の構成法およびその制御法を確立し，実際の

無線伝搬区間に適用して，その有効性を確かめている。

次に，著者は，送信用の高出力マイクロ波電力増幅器の非線形特性による振幅および位相ひずみが16

QAM (16値直交振幅変調)方式の各信号点に与える影響について考察し，伝送特性の劣化に対する簡

易な推定法を提案し，実際に GaAs F E T増幅器を用いた伝送実験を行い，実験結果をよく説明できる

ことを示している。また，このような非線形ひずみを抑圧する方法について考察し，フェージングの周

波数特性に着目して，可変共振形回路を増幅器の前に設置する方式を考案し，その効果を実験的に明ら

かにしている。

最後に，中継距離の拡大あるいは一層の高能率化を図るため，耐線形ひず、み特J性の優れたマルチキャ

リア方式を提案し，これに適した周波数配置法，合・分波法，アンテナの送受信共用法，非線形ひずみ

の影響などについて考察を加え，将来のディジタル無線通信方式の在り方を示唆している。

これらの成果は，通信工学の発展に寄与する所が大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認

める。
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